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MetabolomicsHub

参画
準備中

MB-POST

-現在、国際的なメタボロームデータリポジトリの連携の枠組みとしてMetabo- 
lomicsHub (https://www.metabolomicshub.org) の活動が始まっており、
MetaboLights、MetabolomicsWorkbench、GNPS の 3リポジトリが加盟済み

-MB-POST もこの枠組みに参画して国際的な標準メタボロームデータリポジト
リの 1つとして活動していくため、現在MetabolomicsHub が提示している
Common Data Model を満たすよう、システムの更新作業を行っている

MB-POST：MetabolomicsHubへの参画を目指すMB-POST：MetabolomicsHubへの参画を目指す
-MIRAGE MS ガイドラインの更新に伴い、
GlycoPOST には従来のグライコミクスデー
タに加えて今後はグライコプロテオミクス
データも投稿可能となった

-生データファイルにプリセット（メタデータ）
を付与する際にグライコミクスのプリセット
とグライコプロテオミクスのプリセットが明
確に区別できるよう、各プロジェクト（デー
タセット）に「プロジェクトタイプ」の概念
を導入した

-Glycomics-assisted glycoproteomics に
よって得られたデータにはグライコミクスお
よびグライコプロテオミクスの両方のプリ
セットを付与できる

-従来のMIRAGEガイドライン準拠のプロ
ジェクトはレガシープロジェクトとなり、
2027 年末を目処に読み取り専用になる予定

GlycoPOST：グライコプロテオミクスデータへの対応GlycoPOST：グライコプロテオミクスデータへの対応
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jeSDRF (JPDM)
メタデータファイル

Success!

Error!

問題がないメタデータファイル
オントロジー IDが未記入の場合、
自動的に補完してファイル生成

jeSDRF のルールに従っていない
箇所とその理由をセルのアドレス
と共に列挙

メタデータファイルを
アップロード

専用のメタデータ入力用ウェブ
インタフェースも整備予定

- jeSDRFメタデータバリデーションシステム
▪再解析前の手作業でのメタデータ確認・微調整が必要となるメタデータ品質問題を改称するのが狙い
▪従来の Excel ワークシートをアップロードすると、ワークシートの構造や入力内容を検証
▪表記揺れなどを洗い出し、オントロジー ID が未入力の行については、該当するオントロジー IDを自動補完

-当面は編集者・査読者の間で査読プロセスを効率化するためにパイロット的に活用

-最終的にはメタデータ入力用の専用ユーザインタフェースを用意し、投稿者が入力内容をリアルタイムにバリ
デーションしつつ Excel ファイルに入力するより快適にメタデータを記入できる環境を整備していく予定

- jPOST では投稿データの再解析を進める上
で、不足するメタデータを JPDM 誌に投稿
されたデータディスクリプタ論文から収集
している

-しかし、HUPO-PSI ではマイクロアレイに
おけるMAGE-TAB に習い、試料と結果ファ
イルの対応関係を記述する標準仕様として
SDRF Proteomicsの策定を進めている

-そこで、JPDMでは従来の独自メタデータ
ファイル形式を jeSDRF (JPDM-empower- 
ed SDRF) 形式と改称し、SDRF Proteomics 
との互換性を持たせる方針となった

- jPOST の再解析パイプラインを円滑に動か
すためには高品質なメタデータが必要とな
るため、現在 jeSDRF 形式メタデータのバ
リデーションシステムを開発している

jPOST：jeSDRF (JPDM) メタデータ品質管理のためのバリデータ開発jPOST：jeSDRF (JPDM) メタデータ品質管理のためのバリデータ開発
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Mass spec data processing pipeline
Shin-MassBank

　　　日本発の化合物リファレンス・マスス
ペクトル・データベースである MassBank に
高品質なスペクトルデータを大幅に追加する
ため、メタボロミクス領域では人間による
curation のみに頼らずに大量のリファレンス・
スペクトルを収集するパイプラインの構築を
目指して 2023 年度より Shin-MassBank プロ
ジェクトが開始された。 
MB-POST (MassBank-POST) は jPOST リ
ポジトリやGlycoPOST と同様の設計を採用し
ており、化合物を質量分析で測定した生デー
タとその測定条件を記述するメタデータを格
納するリポジトリである。Shin-MassBank プ
ロジェクトのパイプライン中でMB-POST は
投稿される測定データを一挙に引き受け、後
ろに控えるMassBank Human やMassBank 
             、およびMassBank Links へ受け渡す。

https://repository.massbank.jp
MB-POST

in silico
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　　　　jPOST リポジトリの設計を踏襲して
　　　作られた GlycoPOSTはグライコーム
における質量分析生データリポジトリであり、
GlyCosmos プロジェクトで管理されている。
　GlycoPOST のメタデータはMIRAGE 
(Minimum Information Required for A Gly- 
comics Experiment）ガイドラインに準拠して
いる。MIRAGE MS ガイドラインは長年に
渡って糖鎖分子のみを対象としたグライコミ
クスデータのガイドラインしか提示してこな
かったため、GlycoPOST ではグライコミクス
データしか受け入れることができなかった。
しかし、近年のガイドライン改訂に伴ってグ
ライコプロテオミクスデータの報告ガイドラ
インも公開されたため、GlycoPOST において
もグライコプロテオミクスデータの受け入れ
ができるよう、システム更新が実施された。

https://glycopost.glycosmos.org
GlycoPOST
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　　　   jPOST (Japan ProteOme STandard 
　　　Repository / Database) はリポジトリ・
再解析・データベースから成るプロテオーム
統合データベースであり、その中でも jPOST 
リポジトリは FAIR 原則に従って質量分析
データを寄託し、これを蓄積するための情報
基盤である。ウェブブラウザのみで完結する
直感的なユーザインタフェースを提供してお
り、エンバーゴ機能や大容量ファイルの高速
分割アップロードが可能などの特徴を持つ。
2026 年 9 月現在、約 4,300 プロジェクトが登
録済みであり、総データ量は 190 TB を超える。
　近年では、JPDM (Journal of Proteome 
Data and Methods) 誌にデータディスクリプ
タ論文と共に投稿されたメタデータを活用す
ることでプロテオームデータの再解析を加速
させる試みが開始されている。

https://repository.jpostdb.org
jPOST repository

1) 新潟大学大学院医歯学総合研究科 , 2) 大阪大学大学院情報科学研究科 , 3) 創価大学大学院理工学研究科 , 4) 京都大学大学院薬学研究科

◯高橋悠志 1), 吉沢明康 1), 松田史生 2), 木下聖子 3), 石濱泰 4), 奥田修二郎 1)

国際協調に基づく 3つの質量分析データリポジトリ―メタデータ標準化とバリデーションに基づく統合を目指す

◯高橋悠志

国際協調に基づく 3つの質量分析データリポジトリ―メタデータ標準化とバリデーションに基づく統合を目指す


